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新型コロナウイルスの影響により、私たちのまちでも、日々の暮らしに様々な変化が起こってい
ます。自粛生活が続くことで、閉じこもりがちになったり、体力や気力が低下したり、日々の何気
ない交流から得ていた暮らしの情報が不足するなど、自粛や集えないがゆえの暮らしの不安が見え
始めています。
今回の『通いの場』通信は、そのようなコロナウイルス影響下でも、住民同士のつながりを切ら

ぬよう、住民や企業・様々な関係機関とともに、それぞれの「今、できる」を集めて、「今、必要
な」支え合いの取り組みを紹介する特大号となっています！

『通いの場』通信

「コロナ自粛で集えない・・。」
コロナを広げず、ココロを広げる方法を考える

ーひと針ごとに思いを込めて君をおもうー

１．提供する！ ２．つくる！ ４．見守る・届ける！３．託す！

４つの活動を通して地域に思いのこもったマスクを届ける活動です。

「いつものサロンはできないけれど、ちょっと少人数でマスクをつくってみようかな？」
「手づくりマスクをしばらく会っていないサロンメンバーに届けてみたい！」
「たくさんマスクができたら、このマスクを地域の支援者に託したい！」
そんな、マスクプロジェクトに皆さんのサロンで取り組んでみませんか？？

次のページからは地域ですでに取り組んでいる活動事例等をご紹介！



つくる！

企業や団体等から提供していただいた、マスクの材料となるさ
らしや耳ゴム等を使って、マスクづくりに取り組んでいるサロン
が増えています。マスクプロジェクトのそれぞれの活躍から現在
の活動状況をご紹介します！

提供する！

届ける！

葬祭会社を通じて各地域のお寺から
「さらし」を提供していただいたほか、
日頃からつながりのある企業や地域団体

からマスク作りに活用できる「Ｔシャツ生地」や「ゴム
紐」などもたくさん寄せていただきました。個人から生地
を提供して頂ける企業につないで頂くことも！

介護事業所や障がい者の就労移行支援事業所など
にも協力して頂きました。

【サロンはれのちはれ】
サロンメンバーにお届け

▲株式会社いのうえエヴァホール
様と地域のお寺が協力し、さらし
を寄贈してくれました。さらし1
反で手作りマスクが平均30～40
枚作れるそうです。

コロナのなかでもつながれる！ 工夫次第で「かようび」（通う日）に
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会話はなくても、気心が
知れたメンバーで、黙々と
手を動かすのも楽しいサロ
ン活動！感染予防に気をつ
けて、少人数で楽しみなが
ら・もしくはご自宅等で活
動しています！

託す！ 完成したマスクは社会福祉協
議会のマスクバンクにお預かり

し、マスクが必要な支援者や個人につなぎます。

天理教岡山教区様より

▲市内の様々な企
業様からマスク
づくりに必要な
ゴム等の素材を
たくさんいた
だきました。

【茶屋町学区愛育委員会】
友愛訪問でマスクをプレゼント

手紙とお花を添えて
（中庄ハイツ）

「場所がないなら、マスクを持って会い
に行こう！」そんな、何気ない日常が、
地域のつながりと一人ひとりの暮らしを
彩ります。

【デイサービス 春風】
就労移行支援事業所

【irodori】

介護事業所や障がい者の就労移行支援事
業所などにも協力していただきました。

【マンションサロン
エグゼ友の会】

▲【赤崎婦人会】

◀【玉島
沙美.ひまわり】

５月１９日（火）現在の活動状況
・マスクプロジェクトに参加して、マスクづくりに

取り組んでいるサロン等の数：62か所
・マスクバンクに提供されたマスクの数：2,632枚
・マスクバンクから支援団体へ提供した数：435枚

ー会えないけれど回覧板で暮らしがわかる！ー ー外が気持ち良い季節、黙々体を動かそうー

サロンのなかでできていた「情報収
集」「適度な運動」「暮らしの把握」
は自粛生活が続くほど、難しくなって
いきます。
そんな時、回覧板と交換日記を一つ

にした「つながる回覧」を活用してみ
てはいかがでしょうか？バインダーに
地域や暮らしの情報を挟んで、サロン
メンバーが今の近況を書き込んでもら
います。
字を書くことが苦手な方は、状況欄

にチェックを入れてもらうだけでも大
丈夫です。
会えない日々が続いていても、どこ

か懐かしい交換日記が心と暮らしをつ
なぎます。

※つながる回覧の書き込み様式は社会福祉
協議会にご用意しています。

毎週続いていた百歳体操を自宅でしようと思っても、なかなか一人じゃ続かない…。そんな経験を
した人も多いのではないでしょうか？少しきつめの体操も、みんなが一緒だと、周りの人たちの頑張
りに励まされて、継続するものです。
集会所などの屋内で大人数が近距離で体操をするのは控えるとしても、今は一年で一番外が気持ち

のいい季節です。広い公園などで黙々と行える体操を始めてみませんか？



ーパソコンやスマホを使ってサロン革命！ー

スマートフォンやパソコンが使えたら、もっと
もっと交流の幅が広がります。
自粛生活が続くなか、ＬＩＮＥやＺＯＯＭ
（ズーム）等の勉強をして、オンラインサロンを
開催されたグループもあるそうです。
やり方さえわかれば、いつでも、どんな時でも

大好きな顔と声に出会えるこの新しい交流のかた
ち。ぜひとも検討してみませんか？
「オンラインサロンの勉強会をしたい」という
ご相談もお受けします。

パソコンを使ったＺＯＯＭ（ズーム）
でのおしゃべりのイメージです。
画面には馴染みの顔が揃います。

やってみると意外と簡単。
スマホで人と情報がつな
がります。

ー市内の様々な交流の事例や情報が満載ー

3月に完成した、「通いの場ガイドブック第二版
『毎日がかようび（通う日）』」には、倉敷市内で
様々な工夫で活動しているサロン情報を多数掲載し
ています。
他の地区のサロンの開催状況や取組の工夫について

も情報提供いたします。

「今回の通信」で紹介した取り組みを 「やってみたい」
「詳しく知りたい」方は生活支援コーディネーターまで
ぜひお問合せください！

倉敷市社会福祉協議会
地域福祉課
☎０８６－４３４－３３０１

生活支援コーディネーター
左から松本・山本・松岡・水野・阪本


